
家
族
経
営
協
定
の
取
り
組
み
を
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う(

前
編)
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全
国
農
業
会
議
所
に
８
年
間
勤
務
後
、
１
９
９
７
年
に

東
京
農
業
大
学
専
任
講
師
。
助
教
授
を
経
て
准
教
授
。
著

書
に
『
家
族
経
営
協
定
の
展
開
』
（
筑
波
書
房
）
、
『
中

国
の
大
学
と
農
村
は
今
』
（
東
京
農
大
出
版
会
）
な
ど
。

日
本
農
業
法
学
会
副
会
長
。
過
去
に
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
会
議
専
門
委
員
、
政
府
の
第
２
～
４
次
の
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
策
定
作
業
に
加
わ
る
。

本
年
（
２
０
２
５
年
）
は

春
に
、
政
府
に
よ
る
新
た
な

「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
る
見

込
み
だ
。
そ
こ

で
、
以
前
に
も
増

し
て
農
業
の
持
続

的
な
発
展
に
向
け

た
取
り
組
み
を
多

角
的
に
検
証
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ

る
。こ

う
し
た
中

で
、
農
業
を
担
う

人
や
経
営
に
焦
点

を
当
て
た
対
策
に

つ
い
て
は
、
農
業

の
現
場
が
長
年
か

け
て
培
っ
た
多
様

な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
意

義
の
再
確
認
や
未

来
へ
の
一
層
有
効

な
活
用
・
普
及
を

図
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
家
族

経
営
協
定
が
あ

る
。家

族
経
営
協
定

は
、
家
族
内
の
話

し
合
い
に
基
づ
い
て
取
り
決

め
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
経

営
や
生
活
の
現
状
を
見
つ
め

直
す
こ
と
を
起
点
と
し
、
経

営
改
善
や
男
女
共
同
参
画
を

一
体
的
に
進
め
る
手
法
で
あ

る
。
全
国
で
も
家
族
経
営
協

定
の
締
結
農
家
数
が
ベ
ス
ト

３
に
入
っ
て
い
る
栃
木
県
内

の
最
近
の
状
況
を
取
材
し

た
。農

業
開
始
に
あ
た
り

話
し
合
う
べ
き
課
題

嶋
田
久
輝
さ
ん(

43)

は
、

東
京
都
出
身
で
ホ
テ
ル
業
界

に
長
年
勤
務
し
て
い
た
が
、

新
農
業
人
フ
ェ
ア
へ
の
参
加

を
機
に
就
農
準
備
に
着
手
し

た
。
栃
木
市
の
新
規
就
農
支

援
事
業
に
基
づ
く
１
年
間
の

濃
密
な
研
修
を
経
験
し
、
認

定
新
規
就
農
者
と
な
っ
た
。

24
年
４
月
か
ら
、
イ
チ
ゴ
の

ハ
ウ
ス
約
20
㌃
を
ベ
ー
ス

に
、
妻
の
佳
南
子
さ
ん
と
共

に
同
市
内
で
農
業
を
始
め

た
。新

規
就
農
に
あ
た
り
、
市

農
業
委
員
会
か
ら
受
け
た
話

題
の
一
つ
に
、
家
族
経
営
協

定
が
あ
り
、
協
定
書
の
サ
ン

プ
ル
例
も
渡
さ
れ
た
。
最

初
、
夫
妻
は
、
何
の
た
め
に

こ
の
取
り
組
み
が
あ
る
の
か

疑
問
に
思
っ
た
が
、
協
定
書

の
例
を
手
に
取
り
、
２
人
で

そ
の
全
文
を
読
み
上
げ
て
見

た
。
そ
こ
に
列
記
さ
れ
て
い

た
各
項
目
が
、
自
分
た
ち
に

と
っ
て
必
要
か
ど
う
か
を
検

討
し
た
と
振
り
返
る
。

す
る
と
、
例
え
ば
経
営
計

画
や
役
割
分
担
、
給
与
や
生

活
費
の
位
置
付
け
、
労
働
時

間
な
ど
、
協
定
項
目
の
一
つ

ず
つ
が
「
こ
れ
か
ら
農
業
を

や
っ
て
い
く
上
で
、
話
し
合

っ
て
お
く
べ
き
課
題
で
あ
る

と
、
気
づ
く
こ
と
も
多
か
っ

た｣

と
佳
南
子
さ
ん
は
い
う


相
互
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や

育
児
環
境
も
十
分
考
慮

ま
た
、
久
輝
さ
ん
は
「
決

め
事
の
明
文
化
も
大
事
」
と

指
摘
す
る
一
般
に
協
定
事

項
を
文
書
化
す
る
こ
と
は
、

一
見
す
る
と
や
や
堅
苦
し
い

と
認
識
す
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
嶋
田
さ
ん
夫

妻
の
よ
う
に
、
話
し
合
い
を

基
本
と
し
つ
つ
、
相
互
に
導

き
出
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な

ら
ば
、
そ
の
内
容
を
可
視
化

す
る
の
は
む
し
ろ
順
当
な
流

れ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

協
定
書
の
例
に
準
拠
し
、

給
与
額
な
ど
の
必
要
な
数
値

を
書
き
込
ん
で
、
嶋
田
さ
ん

夫
妻
は
協
定
書
を
作
成
し
た

が
、
そ
の
中
で
、
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に
、
年

１
回
以
上
の
家
族
旅
行
の
実

施
を
盛
り
込
み
、
自
分
た
ち

の
工
夫
を
含
む
協
定
締
結
を

行
っ
た
。

久
輝
さ
ん
は
研
修
時
以

来
、
特
に
イ
チ
ゴ
の
苗
作
り

の
技
術
習
得
に
力
を
注
い
で

き
た
一
方
で
指
南
役
の
地

元
の
先
進
農
家
か
ら
は
、
収

穫
後
に
出
荷
場
で
行
う
パ
ッ

ク
詰
め
作
業
が
最
も
労
力
を

要
す
る
と
助
言
を
受
け
た
。

夫
妻
に
は
、
今
春
小
学
校

に
入
学
す
る
息
子
さ
ん
が
い

る
。
嶋
田
さ
ん
の
自
宅
か
ら

ハ
ウ
ス
の
あ
る
畑
は
や
や
遠

い
が
、
出
荷
場
は
畑
の
近
く

に
設
置
せ
ず
、
自
宅
内
の
一

室
を
使
い
、
子
ど
も
と
一
緒

に
過
ご
し
な
が
ら
働
け
る
環

境
を
作
っ
た
。
イ
チ
ゴ
の
品

種
は
「
と
ち
あ
い
か
」
で
、

第
１
作
目
の
収
穫
が
11
月
下

旬
か
ら
始
ま
っ
た
。
出
荷
場

に
家
族
経
営
協
定
書
を
掲
示

し
｢

い
つ
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
う｣

と
夫

妻
は
語
っ
て
く
れ
た
。

協
定
の
取
り
組
み
を
次
世

代
に
つ
な
げ
る
上
で
、
新
規

就
農
者
は
重
点
普
及
対
象
の

一
環
と
考
え
る
。
新
規
就
農

し
た
夫
妻
が
、
各
人
の
働
き

が
い
を
高
め
な
が
ら
、
農
業

経
営
の
展
開
の
道
筋
や
、
家

事
・
育
児
と
い
っ
た
生
活
面

を
、
ト
ー
タ
ル
に
設
計
・
実

行
し
て
い
く
時
に
、
家
族
経

営
協
定
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
多
分

に
参
考
に
な
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

新規就農者が協定を活用経営･生活の展開のコンセンサス

協
定
書
の
例
文
読
み｢

必
要
性｣

を
納
得

導き出した決め事は明文化

独自の工夫を盛り込んで

いつも見える場所に掲示

イチゴ経営で新規就農を果たした嶋田久輝さん・

佳南子さん夫妻、家族経営協定書を手に持つ


